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「近き者説（よろこ）び、遠き者来る」（論語より） 
何事も自分や周りの人が楽しめることが大切。  

「桃李不言 下自成蹊」 （司馬遷「史記」より）  
桃や李は何も言葉は発しないが、花や実に誘われて多くの人が、 

その木の下を通るので、自然と道ができる。 

 

近
者
説
、
遠
者
来
 

桃
李
不
言
、
下
自
成
蹊
 

第1条 （名称・所在地） 

本会は、大西ひでと後援会と称し、主たる事務

所を高松市に置く。 

第2条 （目 的） 

本会は、大西秀人氏を後援することにより、

高松市政の発展と市民福祉の向上を図り、

あわせて会員相互の親睦を深めることを目

的とする。 

また、本会は、大西秀人氏のための政治資金

の拠出を受け、その政治資金を取り扱う団体と

する。 

第3条 （事 業） 

本会は、前条の目的を達成するため次の事業　　

を行う。 

1 講演会、座談会の開催 

2 会報の発刊及び配布 

3 関係諸団体との連携 

4 その他本会の目的達成のための必要な事業 

第4条 （会 員） 

本会は、第2条の目的に賛同する個人をもって

会員とする。 

第8条 （会 議） 

1 会長は毎年1回の通常総会、その他必要に

　応じ臨時総会を招集する。 

第9条 （経 費） 

本会の経費は、会員の会費ならびに寄附金、

その他の収入をもって充当する。 

会費は年額6千円（1口）とし、口数は任意と

する。 

第10条 （会計年度） 

1 本会の会計年度は、毎年1月1日より12月31日

　までとする。 

2 会計責任者は、本会の経理につき年1回の

　監事による監査を受け、その監査意見書を

　付して総会に報告する。 

大西ひでと後援会規約（抜粋） 

夢
と
誇
り
　
大
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で
と
後
援
会
会
報
　
v
o
l.1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
編
集
・
発
行
／
大
西
ひ
で
と
後
援
会
　
〒
7
6
0
-0
0
6
1
 高
松
市
築
地
町
2
-5
 T
e
l.0
8
7
-8
2
2
-1
0
2
4

大西ひでと後援会事務所のご案内 

〒760-0061 高松市築地町2-5 

Tel.087-822-1024 
Fax.087-822-2024
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大
西
ひ
で
と
後
援
会
会
長
　

平
田
　
喜
一
郎

高
松
市
長
　

大
西
　
秀
人
 

ブログや活動記録も随時公開しています。 
公式ウェブサイトでは、最新ニュースや活動報告、ブログなどを随時

更新、公開しています。ぜひご覧ください。 

H o m e p a g e 開 設 中 

考
え
方
・
熱
意
・
能
力
を
併
せ
持
つ
 

大
西
市
長
の
市
政
に
期
待
 

 ご
挨
拶
（
後
援
会
会
報
の
発
刊
に
寄
せ
て
）
 

 

我
が
愛
す
る
郷
土
を
発
展
さ
せ
子
孫
に
残
し
て
や
り
た
い
、こ

の
よ
う
な
市
民
の
思
い
に
応
え
て
く
れ
る
人
が
現
れ
ま
し
た
。
 

 
 

　
私
は
、リ
ー
ダ
ー
の
仕
事
の
成
果
は
次
の
よ
う
な
式
で
表
さ

れ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

 
リ
ー
ダ
ー
の
仕
事
の
成
果
＝
考
え
方
×
熱
意
×
能
力
 

こ
の
式
で
大
切
な
こ
と
は
掛
け
算
で
あ
る
こ
と
で
す
。
熱
意
も
能
力
も
あ
り
な
が
ら
失

墜
し
た
リ
ー
ダ
ー
は
い
ず
れ
も
「
考
え
方
」
が
マ
イ
ナ
ス
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

　
大
西
市
長
は
こ
の
「
考
え
方
」
に
お
い
て
申
し
分
の
な
い
方
で
す
。
も
ち
ろ
ん
「
熱

意
」
、「
能
力
」
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
新
市
長
が
思
う
存
分
仕
事
が
出
来
る

よ
う
応
援
す
る
と
共
に
、我
々
自
身
も
市
政
に
も
っ
と
関
心
を
持
と
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
 

    

　
こ
ん
に
ち
は
。
大
西
秀
人
で
す
。
 

　
私
は
、去
る
４
月
15
日
に
告
示
さ
れ
た
高
松
市
長
選
挙
で
無

投
票
当
選
し
、5
月
2
日
か
ら
高
松
市
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
 

　
市
長
と
い
う
職
務
は
、思
っ
て
い
た
以
上
に
激
務
で
、ま
た
責

任
の
重
い
も
の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
が
、多
く
の
市
民
の
皆
様
の
励
ま
し
も
い
た
だ

き
な
が
ら
、元
気
一
杯
、日
々
邁
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

　
今
後
と
も
、「
文
化
の
重
視
」
と
「
人
間
性
の
回
復
」の
理
念
に
基
づ
き
、マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
で
お
示
し
し
た
「
高
松
・
ま
ち
づ
く
り
」
、「
高
松
・
ひ
と
づ
く
り
」「
高
松
・
行
政
改

革
」の
三
つ
の
柱
の
下
の
50
の
政
策
課
題
を
、一つ
一つ
着
実
に
実
行
に
移
し
て
い
き
な
が

ら
、目
標
と
す
る
「
す
べ
て
の
市
民
が
暮
ら
す
こ
と
に
誇
り
の
持
て
る
高
松
市
」
を
構

築
す
べ
く
力
を
尽
く
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
大
西
ひ
で
と
後
援
会
会
員
の
皆
様
を
始
め
、多
く
の
市
民
の
皆
様
の
格
別
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 

　
来
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
新
し
い
高
松
市
総
合
計
画
」
づ
く
り
を
前
に
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
や
 

市
政
全
般
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
図
る
「
高
松
・
ま
ち
づ
く
り
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」
を
実
施
。
 

市
内
２５
の
地
域
を
訪
れ
、
皆
さ
ん
の
声
に
耳
を
傾
け
て
き
ま
し
た
。
 

皆
さ
ん
の

声
を
市
政
に
生
か
し
ま
す
 

 

URL http://www.oi-hideto.com
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夢と誇りを持って！ 

所信表明 

　
明
治
維
新
、
戦
後
改
革
に

次
ぐ
、わ
が
国
の
統
治
の
あ
り

方
を
変
え
る
第
3
の
改
革
と

も
言
わ
れ
る
地
方
分
権
改
革

の
流
れ
は
、我
々
地
方
自
治
体

に
、
大
き
な
波
と
な
っ
て
打
ち

寄
せ
て
お
り
ま
す
。
 

　
振
り
返
り
ま
す
と
、
平
成

5
年
に
衆
参
両
議
院
に
お
い

て
「
地
方
分
権
の
推
進
に
関
す

る
決
議
」
が
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
た
の
を
端
緒
と
し
て
、

平
成
7
年
に
は
、「
地
方
分
権

推
進
法
」
が
制
定
さ
れ
、こ
れ

を
受
け
て
、同
年
に
「
地
方
分

権
推
進
委
員
会
」
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
 

　
そ
し
て
、平
成
12
年
4
月
に

は
、実
に
4
7
5
本
の
法
律
を

一
挙
に
改
正
す
る
、い
わ
ゆ
る
「
地

方
分
権
推
進
一
括
法
」

が
施
行
さ
れ
、
地

方
分
権
改
革
は
、

実
行
の
段
階
に
入

っ
た
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
税
財

政
面
に
お
け
る
改

革
が
、
小
泉
内
閣

の
構
造
改
革
の
一

環
と
し
て
、い
わ
ゆ

る
「
三
位
一
体
の
改

革
」
と
し
て
進
め

ら
れ
、わ
が
国
の
財

政
史
上
初
め
て
、

国
税
か
ら
地
方
税
へ
3
兆
円

規
模
の
税
源
移
譲
が
実
現
い

た
し
ま
し
た
。
国
会
の
地
方
分

権
推
進
決
議
か
ら
1
2
年
、

そ
し
て
、第
1
次
改
革
を
主
導

し
た「
地
方
分
権
推
進
委
員
会
」

が
設
置
さ
れ
て
か
ら
1
0
年
で
、

地
方
分
権
型
社
会
を
支
え
る

税
財
政
基
盤
の
強
化
に
つ
な

が
る
税
源
移
譲
を
実
現
し
た

こ
と
は
、大
き
な
成
果
で
あ
り
、

ま
こ
と
に
意
義
深
い
も
の
と
存

じ
て
お
り
ま
す
。
 

　
地
方
分
権
改
革
は
、
明
治

維
新
や
戦
後
改
革
と
異
な
り
、

平
時
に
お
け
る
大
改
革
で
あ
り
、

そ
の
分
、多
大
な
時
間
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
要
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
 

　
そ
し
て
、昨
年
12
月
の
臨
時

国
会
に
お
い
て
、地
方
分
権
改

革
推
進
法
が
成
立
し
、
第
2

次
地
方
分
権
改
革
の
本
格
始

動
を
迎
え
、今
後
の
展
開
が
大

い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
中
、我
々
地
方

自
治
体
に
お
い
て
は
、
自
ら
の

責
任
と
判
断
で
、地
域
特
性
を

生
か
し
た
主
体
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
、個
性
豊
か
で
活

力
に
満
ち
た
地
域
社
会
を
実

現
し
て
い
く
こ
と
が
、強
く
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
 

　
私
は
、
地
域
づ
く
り
、
ま
ち

づ
く
り
に
お
い
て
、
心
す
べ
き

格
言
と
し
て
、
2
つ
の
言
葉
を

よ
く
引
き
合
い
に
出
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
 

　
一
つ
は
、「
論
語
」
の
一
節
に
あ

る
「
近
き
者
説
（
よ
ろ
こ
）び
、

遠
き
者
来
る
」で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
は
、孔
子
が
政
治
の
要
諦

を
問
わ
れ
、
近
く
に
い
る
も
の

が
喜
び
を
懐
き
、そ
の
噂
を
聞

い
て
、
遠
く
の
者
が
自
然
に
や

っ
て
く
る
、そ
の
よ
う
な
政
治

が
で
き
た
ら
、そ
れ
が
一
番
い
い

こ
と
だ
と
答
え
た
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。つ
ま
り
、周
り
の
人
が

ど
う
思
う
か
ば
か
り
気
に
し

た
り
、お
仕
着
せ
の
ま
ち
づ
く

り
を
す
る
の
で
は
な
く
、自
分

た
ち
の
や
り
た
い
こ
と
を
や
り
、

自
分
た
ち
が
楽
し
め
て
満
足

で
き
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

を
す
る
よ
う
心
が
け
る
べ
き
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

　
二
つ
目
は
、同
じ
く
中
国
の

「
史
記
」
の
一
節
に
あ
る
「
桃
李

（
と
う
り
）
」
言
わ
ざ
れ
ど
も

下
自
ら
蹊
を
成
す
」
で
ご
ざ
い

ま
す
。こ
れ
は
、桃
や
ス
モ
モ
は

花
も
実
も
美
し
い
の
で
、自
然

に
多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
き
て
、

下
に
い
く
つ
も
の
道
が
で
き
る

と
い
う
意
味
で
ご
ざ
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
い

て
も
、宣
伝
ば
か
り
に
頼
ら
ず
、

自
ら
を
磨
き
、
良
い
も
の
、
本

物
を
つ
く
る
こ
と
を
求
め
る
べ

き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。
 

　
こ
う
し
た
考
え
方
を
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
に
据
え
な
が
ら
、

先
の
市
長
選
挙
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
20
年
以
上
に
わ
た
り
、

地
方
自
治
に
携
わ
っ
て
き
た
経

験
を
も
と
に
、大
西
ひ
で
と
の

政
策
宣
言
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
策

定
し
、市
民
の
皆
様
と
の
お
約

束
と
し
て
示
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
併
せ
て
、
故
大
平
正

芳
元
首
相
の
「
永
遠
の
今
」
と

い
う
演
説
集
の
扉
の
頁
に
記

さ
れ
て
あ
る
、「
文
化
の
重
視
」

と
「
人
間
性
の
回
復
」
と
い
う

言
葉
を
基
本
理
念
と
し
て
、す

べ
て
の
市
民
が
暮
ら
す
こ
と
に

誇
り
を
持
て
る
『
真
の
田
園
都

市
・
高
松
』の
構
築
を
目
指
す

こ
と
を
表
明
い
た
し
ま
し
た
。
 

 （
中
略
） 

 　
民
間
リ
サ
ー
チ
会
社
で
あ

る
東
洋
経
済
新
報
社
に
よ
る

平
成
18
年
発
表
の
「
都
市
住

み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
基
づ

く
高
松
市
の
住
み
よ
さ
度
は
、

総
合
順
位
で
、
7
8
0
市
中

2
8
位
で
あ
り
、中
核
都
市
の

中
で
は
3
位
、中
国
。
四
国
地

方
で
は
1
位
と
非
常
に
高
位

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
本
市
の
住
み
よ

さ
を
、こ
れ
ま
で
同
様
に
維
持

し
て
い
く
の
は
も
ち
ろ
ん
、
合

併
し
新
し
く
誕
生
し
た
本
市

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
た

め
に
も
、
今
後
、こ
の
総
合
計

画
に
基
づ
き
、市
民
の
皆
様
と

一
緒
に
な
っ
て
市
政
を
推
進
し
、

高
松
を
改
革
し
な
が
ら
、経
済
、

く
ら
し
を
始
め
、様
々
な
面
で

よ
り
良
い
、よ
り
暮
ら
し
や
す

い
都
市
と
な
る
よ
う
、
新
し
い

高
松
の
ま
ち
づ
く
り
に
誠
心

誠
意
、取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
の
で
、皆
様
方

の
御
理
解
、御
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　庵治町の国立ハンセン病療養所を訪ね、職員や入所者

の方 と々お話したほか、納骨堂や残骨が納められている「風

の舞」に花をたむけてきました。今回の訪問で入所者から

直接お話をお聞き

したことで、同じ過

ちを二度と繰り返す

ことなく、人権と尊

厳の回復に務めな

ければならないとの

思いを強くしました。 

6.25

活動報告 
5月に市長に就任して5カ月余り。これまで市内各地区を訪ね、 
たくさんの皆さんとお会いし話をしてきました。 
その中からいくつかトピックスを取り上げてご報告します。 

国立療養所大島青松園を訪問 
 

　　水泳選手だった小学校時代から憧れていた、高松市、

市水泳協会共催の市民遠泳大会に出場。大会に先立つ挨

拶を終えると急いで着替え、一参加者として大的場からサン

ポートまでの約一・五kmを完泳しました。 

　遠泳大会は明治三十七年からスタート、今や高松市の夏

の風物詩として定着していますが、その長い歴史の中で市長

が泳ぐのは初めてとか。来年もまた出場したいと思います。 

 

7.29 市民遠泳大会に参加 
 

　朝からホテルの会議室で環境問題をテーマに日米市長の

代表の意見交換会が開催されました。私は高松市長として、

環境教育や環境実践活動についての高松市の具体的な取

組みをプレゼンテーショ

ン。出席者から、高松

市は様々な意義のある

事業を積極的に行って

いて素晴らしいとの評

価もいただきました。 

8/19～ 
　23 ホノルルでの日米市長交流会議に出席 

　　帯広市との交流を図る「愛と幸福の交流ツアー」のため、

第二のふるさとでもある北の大地を訪問。志度町出身の砂川

帯広市長とともに、「幸福駅」のホームでハッピーセレモニー参

加の２組のカップルの立会人に。セレモニーは思った以上の

盛り上がりを見せ、「愛」、「幸福」というものは、正面から捉え

てみると、なかなか良いものだと思いました。 

6.22
23 交流ツアーで帯広を訪問 

 

・ 


